
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 宮野地区地域づくり協議会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）高齢化する地域の足としてのコミタクの利用が増加した。

（今後に向けて）コミタクの路線の拡充を進めていきたい。

新たな公共ニーズへの対応（県立大学と地域住民との交流会）

（参加人数）５０人（地域住民２５名、学生２５名）

（成果）地域住民と学生との相互交流

（評価）相互理解が進展し、学生が災害時のボランティアや宮野祭り等への参加が増加した。

（今後に向けて）地域づくりへ学生の参加を期待したい。

（成果）コミタク利用者への利便性が向上した。

新たな公共ニーズへの対応（コミタクのダイヤ改正に伴う時間表張替え工事等）

１９７,２４２

みんなにやさしいのびゆくまちづくりを基調として、交付金を活用した地域課題の解決に向けた活動を進め
ている。特に、宮野を名実ともにサクラの里にしようと樹木の保護や保育に取り組んできたことにより、自然に
親しむ体験学習の場としての機能強化が図られている。また、歴史文化の掘り起こしのための写真展や緊
急時の対応に備えるための講習会や世代間の交流事業の開催を通じ誰もが活動に参加していける仕組み
づくりを目指す。

１，５３８，４２７

（事務員等の雇用人数） 事務局長、事務職員１名 計２名

（運営費の主な内容） 事務局員給与・労働保険料及び事務費（需用費・役務費）、

（実施内容）コミタクのダイヤ改正に伴う時間表張替え工事およびチラシの印刷（２，１５３枚）

（実施時期）平成２２年１２月

（成果・評価） 事業項目が多く、当初、計画した事業を全ては実施できなかった。

６３，３９１

（実施内容）県立大学と地域住民との交流会（官・学・民との連携）

（実施時期）平成２２年１１月

(今後に向けて）地域支援マネージャーの配属が無くなれば，選任の事務局長を配置

ることが必要である。よりスムースに事務局運営を行うため体制を強化

していきたい。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

３００,３００

（実施内容）地域広報紙「宮野だより」に地域づくり協議会の情報を入れ込むとともに、紙面充
実（一部カラー紙面）を図った

（実施時期）平成２３年３月

（参加人数）９５名

（成果）高齢者が生きがいのある生活を送るためのアドバイスを得ることができた。

（評価）生活習慣の改善により自立した生き方を送ることが大切であることが自覚できた。

２０，１６０

（実施内容）宮野クリニック院長による「高齢者が最高の生き方を求めて」と題して講演会実施。

（評価）同上

（参加人数）０人

（成果）中止

（今後に向けて）地域資源発掘・事業化のための協議をしていきたい。

（今後に向けて）既設の生きがいセンターを利用した事業を実施する。

５２７，０３０

（実施時期）平成２３年１月２９日

（成果）広報誌「宮野だより」の紙面充実と各種パンフレットの印刷により情報の伝達ができた。

（評価）地域住民の情報の共有化が進展した。

（今後に向けて）広報活動のより充実した方法をさぐる。

地域資源発掘事業

０

地域福祉に関する講演会

（参加人数）５,４００所帯へ配布

（実施内容）公共の施設の整備充実と機能強化及び広報活動の強化

（実施時期）平成２２年４～２３年３月

（参加人数）不特定多数

（評価）夜間の集会に参加し易くなった。

（成果）交流センター周辺の屋外照明設備の整備により、夜間の安全対策と防犯に役立った。

（今後に向けて）地域づくり事業の活性化には、利活用が容易な庁舎が不可欠である。

広報活動

地域活性化推進事業

（実施内容）地域資源を発掘し、事業化のための情報収集を実施等。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

（評価）同上

ＡＥＤ・普通救命講習会の開催

（評価）救急救命の重要性が理解され災害時での対応が期待される。

（今後に向けて）災害時に地域住民が対応できる体制を整備したい。

（参加人数）４２名

（成果）ＡＥＤ・普通救命に関する技術を習得した。

３，４８０

（実施内容）山口市消防本部の講師によるＡＥＤ・普通救命講習会の開催

（実施時期）平成２２年１２月４日

（参加人数）宮野地区全世帯に配布。（６，３００部作成）

（成果）生活する上での悩み事の相談先や電話番号が明記されたパンフレットの作成。

（評価）独居者が、随時必要に応じて相談先へ連絡が可能である。

（今後に向けて）パンフレットの作成に満足することなく、きめ細かな対策を構築したい。

反射鏡設置事業

７０，７８０

（実施内容）「ひとりで悩まないで、すぐに相談!!」と題したパンフレットの作成。

（実施時期）平成２２年１２月

（成果）子どもと高齢者がふれあい、昔の遊びとお正月を迎える技の伝承ができた。

（評価）高齢者の知恵と技を生かした生きがい対策に最適である。

（今後に向けて）宮野のわらべ歌や昔話などを掘り起こし、子供たちに伝承したい。

地域福祉に関するパンフレットの作成

子どもと高齢者の交流

２０，１２７

（実施内容）子どもと高齢者が交流して、宮野の昔の遊び（独楽回し、凧作り）と注連縄作りに
挑戦した。

（実施時期）平成２２年１２月２７日

（参加人数）６０名

（実施内容）交通安全確保のための反射鏡の設置に対する助成

（実施時期）平成２２年４月～２３年３月

（参加人数）０人

（成果）地域からの設置要望が無

（今後に向けて）設置箇所の選定確保のため、自治連合会との連携を強化したい。

０



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

（評価）同上

（実施内容）通学路周辺の危険箇所や自然災害予想箇所の図化に向けての確認作業及び
子ども守り隊の組織見直し。

（実施内容）山口大学 金折教授による地震発生のメカニズムと山口県内及び宮野周辺の活
断層に関する講演会の実施

（実施時期）平成２２年１１月２８日

（今後に向けて）危険場所等での危険回避のための対応策を講じる。パトロールの強化。

（参加人数）８５名

（成果）地震発生のメカニズムの理解と、地震が発生したときの正しい心構。

（評価）身近な場所に活断層があることを地域の住民が共通認識できた。

自然災害に関する講演会

１０，０００

（今後に向けて）地震発生時の身の安全対策と普段の防災訓練及び家庭の防災対策の強化

土木工事（法定外公共物）

１，１２１，０００

（成果）機械を設置するための地権者調整により中止。

危険箇所パトロール・子ども安全パトロール

３２，８８０

（実施時期）平成２３年２月・３月

マップの作成、見守り時用のウェア等の作成

（参加人数）２０人

（評価）地域住民が危険箇所や自然災害が予測される場所を共有できる。

（評価）

（今後に向けて）予算を繰越実施したい。

地域環境整備

０

（実施内容）強風時に、民家に倒伏の危険がある樹木（クヌギ）の枝条剪定。

（実施時期）平成２３年３月

（参加人数） １名

（成果）危険箇所や自然災害発生が予測される場所の図化準備作業及び子ども守り隊の組
織について地域で再認識できた。

（今後に向けて）地域内の要望を把握し、随時対応していきたい。

（実施内容）法定外公共物の整備。

（実施時期）平成２２年４月～２３年３月

（参加人数）２２人

（成果）法定外公共物の整備を３箇所行った。



事業名

事業費

事業概要

（評価）同上

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

土木工事（単市土地改良）

３，９７５，０００

（実施内容）単市土地改良事業の実施。

（実施時期）平成２２年４月～２３年３月

（参加人数）５０人

（成果）単市土地改良の整備を６箇所行った。

（今後に向けて）地域の要望を把握し、随時対応していきたい。

さくらの里づくり

１，０６１，１１６

（実施内容）木戸山公園のサクラの改植及び荒谷ダム湖周辺のてんぐ巣病防除

（実施時期）平成２２年１２月～２３年３月

（参加人数）４５人

（成果）木戸山公園のサクラの植樹と荒谷ダム湖周辺のてんぐ巣病罹病樹の防除

木戸山公園整備

１２０,８５０

（評価）てんぐ巣病樹を放置しておくと、本病の感染源となることから防除は適切な処置であ
る。

（今後に向けて）今後とも継続して桜の保護に努力していきたい。

（実施内容）木戸山公園内に自生する樹木に解説文を記した樹名板を設置した。

（実施時期）平成２２年１０月

（参加人数）５人

（成果）木戸山公園内の来園者（自然観察会等）に正しい樹木名を周知できる。

（評価）宮野地域の住民が、自然に親しみ自然を理解する場としての機能が強化された。

（今後に向けて）地域内の自然体験学習の場として活用したい。

国体花いっぱい運動サポート

３３９,２６４

（実施内容）山口国体を地域で盛り上げるために、花いっぱい運動を展開する。

（実施時期）平成２２年４月～２３年３月

（参加人数）５,４００世帯

（成果）全世帯に２種類の種子を配布するとともに、センター周辺の環境緑化を実施した。

（評価）地域の環境緑化意識の高揚と普及啓発に寄与した。

（今後に向けて）国体の開催期に併せて各家庭、職場、学校、会場を花で飾る。



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

地域環境整備事業

４９,８７５

の舗装等の修復に要する原材料を支給した。

（実施時期）平成２２年５月～２３年３月

（実施内容）市の原材料支給制度で対応できない部分で、地域住民が自主的に行う里道

（参加人数）竜花町内会

（成果）自治会の自主的な作業により舗装の補修が実施された。

（評価）今後の地域づくりにおける模範的な事業として他地域への波及が期待できる。

（今後に向けて）地域の自助努力による事業展開を助長させたい。

ニュースポーツ大会の開催

６２，０９５

（実施内容）キンボールやテーブルガラッキー等のニュースポーツを普及する。

（実施時期）平成２３年２月～３月

（参加人数）７０人

（成果）小中学生及び高齢者を対象としたニュースポーツの普及を行った。

（評価）キンボールは、競技方法等の指導者を養成することが必要である。

（今後に向けて）キンボールは小学生に、テーブルガラッキーは高齢者向けに普及したい。

新山口市合併記念登山大会

７９,８００

（実施内容）合併を記念して白石山（旧徳地町）及び十種ヶ峰（旧阿東町）で登山を実施した。

（実施時期）平成２２年９月・１１月

（参加人数）６５人

（成果）他地域の自然体験と体力づくりに役だった。

（評価）里山の登山を通じて、体力と気力の充実が、生きがいに通じることが体感できた。

（今後に向けて）広域合併により、多様な自然探訪と社会体験ができるので今後も実施したい。

文化伝統行事支援

３０３,０２２

（実施内容）祇園祭り・宮野ホタル祭り・岡の原天神祭り等地域の伝統行事への参加と支援

（実施時期）６月・７月・１１月

（参加人数）４,５００人

（成果）地域の活性化と伝統文化の伝承に役立った。

（評価）年々参加者が増加しており、地域の３大イベントとして定着してきた。

（今後に向けて）自主的な企画・活動に対しては地域の活性化の上から支援したい。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

宮野ウォーキングマップの作成

１４９,９４０

（実施内容）宮野名勝巡回絵図を改訂し、多くの人が興味がもてるよう充実を図った。

（実施時期）平成２３年３月

（参加人数）

（成果）ウォーキングが楽しめるような解説文を記載したほか新たなコースを設定した。

（評価）ウォーキングで宮野の里を再発見するのに役立つ。

（今後に向けて）ウォーキングによる、「宮野の里めぐり」を年２～３回開催する。

夏休み子どもアウトドアクッキング

５２，５００

（実施内容）２１世紀の森キャンプ場で、ドラムカンを利用したピザ作りと自然観察会を実施。

（実施時期）平成２２年７月

（参加人数）３０名

（成果）森のなかで、手作りピザを焼き、観察会で食の楽しさや自然を体感できた。

（評価）野外活動を通じて家庭とは異なったことが体験できる。

（今後に向けて）子どもたちの自然体験活動を活性化したい。

宮野名所旧跡等説明板設置

１１７，６００

（実施内容）知られていない名木や名所旧跡などに解説板を設置、また注意看板を設置した。

（実施時期）平成２２年５月～２３年３月

（参加人数）

（成果）宮野駅前のカイヅカイブキの解説板や椹野川の錦鯉を保護する看板等設置

（評価）今後の「宮野の里めぐり」ウォーキング等に活かせるほか観光開発に活用する。

（今後に向けて）解説板の未設置箇所を調査し、順次設置したい。

宮野お宝写真コンテスト

（成果）宮野地域のすばらしさが表現された写真６９枚の応募があった。

（評価）ふるさと宮野の多彩な歴史・文化・自然が再発見できた。

（今後に向けて）引き続き写真コンテストを開催し、地域づくりに活用したい。

９５，６４６

（実施内容）宮野の歴史・文化・自然を題材とした写真コンテストを実施し写真展を開催した。

（実施時期）平成２２年８月～２３年２月

（参加人数）写真応募者数２０名。 写真展観覧者数１５０人


